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これは Prog.が破壊部位以外K作用して起る中枢
性作用機序によると考えられる。
去勢牌内卵巣移植実験では性腺ホルモンを長期連
続投与 (1--2カ月)せるものと， 前視床下部破壊 
を行って性腺ホルモンを長期連続投与せるものを比
較したが， 1) Est.の場合には，性腺刺激ホルモン
の分泌氏対する抑制作用は，前視床下部破壊の場合
にも同様に発現する。乙のことから Est.は前視床 
下部以外の部位或は下垂体前葉に直接作用するもの
と考えられる。 2)Test.及び Prog.の場合には，
前視床下部破壊例中の少数ではあるが，黄体形成が
みられ，中枢に対する抑制効果の消失がみられた。
その破壊巣が共に前視床下部内側部にあることは，
この部位rc.Test.及び Prog. R.感受性を有し，性
腺刺激ホJレモンの分泌を調節する神経的要素の存在
を暗示している。 
15. 雌I1生白鼠に於ける性機能と視保下部総 
Acetylcholine様物質との関係に就いて
産婦人科学関 光倫 
Gitsch，桑島及び山田等が雌性白鼠性機能と視床 
下部 Acetylcholine (Ach.) に関する論文を報告
して居るが，乙れらの成績は区々である。私も雌性
白鼠の視床下部総 Ach.様物質を Feldberg法で
抽出，蛙腹直筋を用い Superfusion法に依り定量
した結果次の成績を得た。性周期で、は発4情前期で‘
3，601r/gと最高， 発情後期で 2，680r/gと最低を 
示し一定の周期が見られる。去勢後漸減し，これに 
Estradiol benzoate (Est. benz.) 100 r1週間連
続投与で発情期の値迄上昇し，幼若白鼠を用いた
Hohlweg効果では Est.benz. 100r投与後 6---8
時間で、最高を示した。成熟白鼠lζ各種性 Steroid1 
回投与例は Est. benz. 100 r でやはり 8~10 時間
後最高を示し， Progesterone 1.0mgで著変なく，
Testosterone Propionate 1.0 mgで一様に低下
し， Est.benz. 100rと Progesterone 1.0mg及
ぴ Est. benz. 100rと Test. prop. 2.0 mgの
混合ホJレモンでは対照に比し共lζ低下した。 Est.
benz. 100 r及び 3r連続投与例では 100r 1週間
連続投与で 4，566r/gと最高の値を示し， 3 r 1週
間連続投与で 0~792 r/gと低値を示すが， 2週間及
び4週間連続投与で共比一様の値に収徴する。
Cortisoneacetate 2.5mg及びU. 1. ACTH-Z 2
2週間連続投与で共に低値を示した。以上概観する
に，視床下部 Ach.は血中 Estrogen-niveauと比
例叉は血中 Gonadotropin(G.)と反比例する傾向
にある。そこで，血中 G.値を変動せしめ，視床下
部 Ach.が如何に変化するかを見た。去勢4週間後 
Hypohorin及び HCG1回及び連続投与し視床下
部 Ach.は低下し，特rc.Hypohorin 20K. E. 2 
週間連続投与で最低の記録を示した。 Lithosperm-
um erythrorhizon は視床下部 Ach.を低下せし
め，下垂体前葉 PAS陽性細胞百分率の減少及び卵
巣に黄体が無い事等から中枢性の前葉機能特に LH
の製生放出を抑制して居るものと思われる。垂刻例
では全例比較的低値を示したが，不完全例を対照
とすれば完全例は不完全例よりも梢々高値を示し 
Estrogen 1回投与に反応しない。以上，去勢後の
G.投与実験及び垂刻実験に依り「血中 G.変動の 
視床下部 Ach.に及ぼす意義Jが略々判明した。
尚，各種実験動物の下垂体前葉 PAS陽性細胞百分 
率を算定し G.i肖長推測の一助とした。
